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地域全体で患者を支える看護の実現に向けて、ナイチンゲール看護論を基軸とした事例検討会及び研究支援を行い、県内の看護の質向上を
目指しています。

事業の内容
（１）西都児湯地区をモデルケースとした事例検討会
（２）県内の看護の質向上に向けた公開講座の開催
（３）研究発表

令和４年９月１０日（土）公開講座「事例検討会で変わる施設の看護力～ナイチンゲール看護論を軸として～」をハイブリッド開催しました。

オンラインで繋いで会場とディスカッションの様子
参加者からは、「看護の原点を見たような気がした」、「患者看護師関係の相互作用で好転していく
様子が伝わり感動した」というご意見を頂きました。
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